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２．平成22年12月期　第２四半期決算概要



  

平成22年12月期（第２四半期）の総括-(1)　

◆総括
世界的な金融危機を契機として、企業収益や雇用情勢が悪化し、個人消費も低調

に推移した

個人消費低迷の影響から、新設住宅着工戸の減少など、市場規模の大幅な縮小が

継続

当社が提供する完全外断熱工法による高気密住宅は、住宅性能にこだわりを持た

れる方々から広い支持

売上高の大きな下落に比べ、事務所経費、諸経費の削減、人件費の見直しをはじ

めとした削減努力によりコストは前年比減少

フットサル４店舗目として開業した「マリノスフットボールパーク東山田」は建

設工事の遅れなどもあり５月中旬にＯＰＥＮ

以上の結果、売上高３億91百万円、営業損失29百万円、経常損失26百万円、四半

期純損失25百万円



  

平成22年12月期（第２四半期）の総括-(2)　　

◆事業別の状況
【住宅ＦＣ事業】

新たな加盟システムの導入により、新規加盟店数が７店（当初計画30店）

従来までのＦＣモデルから加盟金及びロイヤルティ金額の値下げなど加盟しやす

いビジネスモデルへ

新設住宅着工戸数の減少、加盟システム変更にともなう社内体制の未整備等によ

り、目標の新規加盟獲得数を大きく下回った

【住宅資材販売事業】

住宅ローン減税や贈与税の非課税措置、住宅版エコポイント制度などの優遇策

新設住宅着工戸数の低迷によりＦＣ加盟店の建築棟数の大幅減が影響

【フットサル事業】

フットサルコート４店舗目となる東山田店ＯＰＥＮの遅れ

６月に行われたサッカーＷ杯効果への期待も、個人消費低迷の影響などにより計

画を下回った



  

決算概要（推移）

（単位：百万円）



  

平成22年12月期（第２四半期）貸借対照表　

資産合計

502百万円

（平成22年６月30日現在）

負債合計

251百万円

純資産合計

251百万円

流動資産合計

275百万円

54.9％

固定資産合計

227百万円

45.1％

流動負債合計

113百万円

22.5％

固定負債合計

138百万円

27.4％

純資産合計

251百万円

50.1％



  

キャッシュフロー計算書
（単位：百万円）



  

３．平成22年12月期　業績予想



  

通期業績推移および業績予想

　※平成22年度の数値は、平成22年７月29日発表の予想数値であります。

新設住宅着工戸数の低迷など、当社を取り巻く事業環境は今後も厳しい

新たな加盟システムの導入により、新規加盟店の更なる獲得に注力

太陽光発電装置などを搭載した環境商品の拡販を強化

既存フットサル３施設の稼働率ＵＰに加え、５月からＯＰＥＮしたフットサル東山田

店による売上高の底上げ

（単位：百万円）



  

４．平成22年12月期　重点施策

１．ＦＣ加盟店の強化(住宅ＦＣ事業）
２．ブランディング活動の強化（住宅ＦＣ事業）
３．フットサル利用者のニーズにあった施策の拡充（スポーツ事業）

４．商品開発力の強化（住宅ＦＣ事業、住宅資材販売事業）　 



  

新規加盟店募集活動、セミナー・イベント等の開催　

1．ＦＣ加盟店の強化(住宅ＦＣ事業）



  

〈新聞・雑誌等、メディア媒体の活用〉

2．ブランディング活動の強化（住宅ＦＣ事業）



  

3．フットサル利用者のニーズにあった施策の拡充（スポーツ事業）

①フットサルポイントＳＡＬＵ川口
　　（埼玉県川口市栄町３－４－９）

②フットサルポイントＪ－ＰＯＩＮＴ浦和美園
　　（埼玉県さいたま市緑区大門２３７２－１）

③フットサルポイントＳＡＬＵつかしん

　　（兵庫県尼崎市塚口本町４－８－１　

　　　ショッピングセンターつかしん ひがしまち南館RF）

④マリノスフットボールパーク東山田
　　（横浜市都筑区東山田町８８９）



  

4．商品開発力の強化-a

住宅ＦＣ事業   住宅材販売事業

〈住宅用火災警報器〉〉
　火災警報器の取り付け義務化を受け、過去の建築
主様等をターゲットに拡販を実施。

　ＯＥＭ商品の開発・販売も予定しています。



  

4．商品開発力の強化-b

〈太陽光発電+オール電化〉　〉　

住宅資材販売事業



  

4．商品開発力の強化-c

◆空調業界とは…

　（１）マーケットが大きい⇒普及率は１００％で販売・工事・保守・洗浄など幅も広い

　（２）環境問題に大きく関連しているエコ商品

　　　⇒総電力需要の５０％を占める商品であり、CO2削減に大きく貢献できる

　（３）業界内が旧態依然としている⇒基本的に地域小規模下請工事業者の業界

〈空調〉　〉　
住宅資材販売事業



  

担当部署　　　： 管理本部

ホームページ　： http://www.j-home.com/corp/
電話番号　　　： 03-6430-3461

E-mail         ：ir@j-home.com

５．本資料に関するお問い合わせ
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